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＋
吸

出
防
止

材
 

屈
と
う

5
.
3m
 

安
定
 

安
定
 

平
型
ブ

ロ
ッ
ク

＋
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Ｈ
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＋
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ロ
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流
量

 

橋
脚

前
面
の

河
床

高
 

流
量

 
流

量
 

橋
脚
前
面

の
河

床
高
 

安
定

 
安
定

 

 

吸
出

し
防
止

材
 

(
玉

石
)
 

 

玉
石

 

河
床

 

 
玉

石
 

橋
脚
前
面
の

河
床
高
 

河
床
 

国
道

43
号
 

阪
神

高
速
 

上
流
側

 
下

流
側
 

屈
と
う

3
.
6m
 

 

 

吸
出
し

防
止

材
 

(
玉

石
)
 

玉
石
 

河
床

 

 

Ｈ
型

ブ
ロ
ッ

ク
 

平
型
ブ

ロ
ッ

ク
 

安
定
 

安
定
 

屈
と
う

 

通
水
後
の

模
型
写

真
 

河
床

 

河
床

 

玉
石

 

玉
石

 

河
床
 

河
床

 

橋
脚
全

面
の
河

床
高

の
時
間
変

化
 

橋
脚

全
面

の
河

床
高

の
時

間
変

化
 

②
 
護
床

ブ
ロ
ッ

ク
の
選
定

実
験
（
整

備
計
画

流
量
：
甲

武
橋
地

点
流
量

3
,
2
0
0
m3
/
s
）

 
③
 
 
護
床
ブ
ロ

ッ
ク
の

選
定
実
験

（
基
本

方
針
流
量

：
甲
武
橋

地
点
流

量
3
,
7
0
0
m
3
/
s）
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通
水

前
 

通
水

後
 

国
道

4
3
号
 
阪

神
高

速
 

(
神
戸

線
)
 

阪
神
電

鉄
 

全
て
安
定
 

全
て
平
型
ブ
ロ
ッ
ク

 

(
1)
 検

証
実
験
 

 
国
道

43
号
橋
梁
基
礎
部
(現

在
護
床
ブ
ロ
ッ
ク
な
し
)で

は
、
平
成

1
6
年
台
風

23
号
洪
水
の
ピ
ー
 

ク
時
に
は
最
大
で

7m
も
の

局
所
洗
掘
が
発
生
し
、
洪
水
低
減
期
に
埋
戻
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
 

 (
2)
 護

床
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
定
実
験
 

①
Ｈ
型
ブ
ロ
ッ
ク
（
阪
神
電
鉄
や
潮
止
堰
で
現
在
使
用
し
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）
を
国
道

4
3
号
橋
梁
の
基
礎
部
分
に
適
用
す
る
と
、
洪
水
時
に
屈
と
う
し
、
橋
梁
の
安
全
性
を
確
保
で
き

な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
 

②
国
道

43
号
橋
梁
の
護
床
工
は
、
平
型
ブ
ロ
ッ
ク
が
局
所
洗
掘
に
対
し
て
有
効
に
機
能
す
る
こ
と

が
確
認
で
き
た

。
 

④
 
最

終
確
認

実
験
（
基

本
方
針

流
量
に
対

す
る
安
全

性
確
認

：
平
型
ブ

ロ
ッ
ク

）
 

H
型
ブ
ロ
ッ
ク

※
 

H
型

ブ
ロ
ッ
ク

※
 

全
て
安
定
 

※
阪
神
電
鉄
橋
梁
の

護
床

ブ
ロ

ッ
ク
に
つ
い
て

 

①
護
床
ブ
ロ
ッ
ク
を

敷
設
し
て
い
な
い

橋
脚
（
左
岸
側
、
中

央
、
右
岸
側
）

 

今
回
の

河
床
掘

削
に

よ
っ

て
橋

脚
基

礎
の
天

端
が

河
床

か
ら

突
出

す
る
た

め
、

基
礎

の
天

端
が

河
床

か
ら

突
出

し
な

い
よ
う
に

(
河
川
管

理
施
設
等
構
造
令
で
定
め

ら
れ
た
最
低
必
要
な

土
被
り

2
m
を
確
保
す
る
よ

う
に
)
橋
脚
を
部
分
改
良

す
る
工
法
に
つ
い

て
検

討
し

た
。
こ
の

た
め
、
護
床

ブ
ロ
ッ
ク
の
必
要

は
な
い
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
河

床
に
は
護
床
ブ
ロ
ッ

ク
を
敷
設
し
て
い

な
い
。 

②
護
床
ブ
ロ
ッ
ク
を

敷
設

し
た

橋
脚
に
つ
い
て

 

 
今
回

の
河

床
掘
削
に

よ
っ

て
橋

脚
基

礎
の

天
端
が

河
床

か
ら
突
出

は
し

な
い

が
、

河
川

管
理
施

設
等

構
造

令
で
定
め

ら
れ

た
最

低
必

要
な

土
被
り

2m
に
対
し
て
不

足
す
る
た
め
、
現
在

敷
設
し
て
い

る
Ｈ

型
ブ
ロ
ッ
ク
を
再

利
用
し
た
。

 

阪
神
電
鉄

で
は

、
河
床
掘
削
後
に

お
い
て
も
現
在

使
用

し
て
い
る

Ｈ
型
ブ
ロ
ッ
ク
が

有
効
に
機
能
す
る

こ
と
を
確
認
し
た

。
 

４
 結

論
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Ｂ
・

Ｃ
 
河

床
変

動
計

算
（

1
次
元

及
び

2
次

元
）
 

 
  

      
                     

  
                 

 
 

                                        
 

   

1
次
元

河
床
変

動
計
算
 

2
次

元
河
床
変

動
計
 

条
件

 

       

 

計
算
範

囲
 
河
口
～

川
下
川
合

流
点
(
2
6
k
m
)
 

河
口

～
Ｊ
Ｒ
東

海
道
線
(
5
k
m
)
 

初
期
河

道
 
平
成

12
年
度

の
測
量

横
断
と
河

床
材
料

 

検
証
河

道
 
平
成

16
年
台

風
2
3
号
直

後
の
測
量

横
断
と
河

床
材
料

 

流
況
 

平
成

13
年
初

～
平
成

16
年
末
の

全
時

間
流

量
（

4
年

間
分
）
 

平
成

1
6
年
台

風
2
3
号
洪
水

（
1
出
水
）

 

下
流
端
水
位
 

平
成

13
年
初

～
平
成

16
年

末
の
尼
崎
港
実
績

潮
位
 

平
成

16
年
台
風

23
号
時

の
尼
崎
港
実
績

潮
位
 

上
流

端
供

給
土
砂

量
 
流
量
に

応
じ
て
土

砂
輸
送

能
力
見
合

い
で
供
給

 
1
次
元
河

床
変
動
計

算
に
よ

る
J
R
東
海

道

線
地
点
の

粒
径
別
通

過
土
砂

量
 

条
件
 

1
次
元
河

床
変
動
計

算
 

2
次
元
河
床

変
動
計

算
 

初
期
河

道
 

ケ
ー
ス

①
：
現
況

河
道
(
平
成

1
2
年

度
の
測
量

横
断
)
 

ケ
ー
ス

②
：
整
備

計
画
河

道
(
2
号

床
止
改

築
案
、
2
号

床
止
撤
去

案
)
 

河
床
材

料
は
何
れ

も
平
成

1
2
年

調
査
デ

ー
タ
 

通
常

出
水

に
よ

る
長

期
的
な
河
床

変
動
 

(流
況

)S
62

年
～
H1
8
年
の
実

績
流
量
（
20

年
間
）
 

(下
流

端
水
位
) 
S6
2
年
～
H1
8
年
の
尼
崎
港
実

績
潮
位
 

－
 

流 況
 

等
 

大
規

模
出

水
時

の
局

所
洗
掘
(
1
出
水

) 

(流
況

)3
,
2
0
0
m
3
/
s
(
整
備
計
画

の
河

道
分
担

流
量
)※

 

3
,
7
0
0
m
3
/
s
(
基
本

方
針
の
河

道
分
担
流

量
)
 

(下
流

端
水
位
)朔

望
平
均
満
潮
位
＋
海
水
と

淡
水
の
密
度
差

に
よ
る
水
位
上
昇

量
 

上
流
端

供
給
土

砂
量
 

流
量
に

応
じ
て
土

砂
輸
送

能
力
見
合

い
で
供
給

 
1
次
元
河
床

変
動
計
算
に

よ
る

JR
東

海
道
線
地
点

の
粒
径
別
通
過

土
砂
量
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均
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N
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1
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1
2

1
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1
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横
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距
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[m
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標高[OP.m]

初
期

河
床

H
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実
績

河
床

H
16

計
算

河
床

N
o
.3

8

-
202468

1
0

1
2

1
4

0
1
0
0

2
0
0

3
0
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横
断

距
離

[m
]
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初
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河
床

H
16

実
績

河
床

H
16

計
算

河
床

-
202468

1
0

1
2

1
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0
1
00

2
00

30
0

横
断

距
離

[m
]

標高[OP.m]
初

期
河

床

H
1
6
実

績
河

床

H
1
6
計

算
河

床

河
床
掘
削
や
堰
・
床
止
工
の
撤
去
に
よ
る
計
画
河
床
の
安
定
性
を
以
下
の
方
法
で
確
認
す
る
。
 

①
通
常
出
水
に
よ
る
長
期
的
な
河
床
変
動
 
→
 1

次
元
河
床
変
動
計
算
 

②
大
規
模
出
水
に
よ
る

湾
曲
部
な
ど
の
局
所
的
な
河
床
低
下
 
→
 
2
次
元
河
床
変
動
計
算

 

２
次

元
河
床
変

動
計
算

(
H
1
6
年

台
風

23
号
 
1
出
水

に
よ
る
河

床
変
動

)
 

阪
神
電
鉄
上
流

(
2.
7
k
m)
 

1
号
床
止
上
流

(
3.
8
k
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国
道

2
号
上
流

(
4.
7
k
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追
加
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k
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河床変動高(m)

初
期

H
1
6
(
実

績
変
動

高
)

H
1
6
計

算
変

動
高

【
逆

瀬
川

】
【
大

堀
川

】
【
仁

川
】【
天

王
寺

川
】

伊
子

志
井

床
止

床
止

８
号

床
止

７
号

床
止

百
間

樋
井

六
樋

井
堰

６
号

床
止

５
号

床
止

４
号

床
止

３
号

床
止

２
号

床
止

１
号

床
止

潮
止

堰

昆
陽

井
堰

河
床

変
動

高
：
H
1
6
年

河
床

高
－

H
1
2
年

河
床

高
 

実
績
河
床
変
動
高
 

計
算
河
床
変
動
高
 

河
床
高
の

区
間
平
均
誤
差
：
±

30
cm
 

河
床
変
動

土
量

：
実
績
値
(
-1
1
.
6
万

m
3
)
 

 
 
 
 

 
 

 
計
算
値
(
-1
0
.
6
万

m
3
) 

⇒
誤
差
率
 約

8
%
 

河
床

変
動
高
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ﾄ
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ｸ
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②
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ｸ
ﾞﾒ
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.
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1
m
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1
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m
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1
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1
0
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m
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粒
径

　
[
m
m
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通過質量百分率　[%]

N
o
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8
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0
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1
0
%

2
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m
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1
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1
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m
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1
0
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0
m
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粒
径

　
[
m
m
]

通過質量百分率　[%]

初
期

値
(H

12
粒

度
分
布

) 
実

績
値

(H
16

粒
度

分
布
) 

計
算

値
(H
16

粒
度

分
布

) 
 

4
km

地
点
粒
度
分
布
 

8
km

地
点
粒
度
分
布
 

河
床

材
料
(
平
均
粒

径
)
 

1
次

元
河
床
変

動
計
算

(H
13

年
～
H1
6
年

の
4
年
間

) 
１
 検

討
目
的
 

２
 計

算
条
件
 

(
1
)
検
証
計

算
の
条
件

 

湾
曲
部

 

(
2
)
予
測

計
算
の

条
件
 

(
参

考
)
 
1
次
元

河
床
変

動
計

算
の

流
出

土
砂

量
に
つ

い
て

 

①
「

流
域

及
び

そ
の

近
傍

の
ダ

ム
堆

砂
量

か
ら

推
定

し
た

実
績

の
比

流
出

土
砂

量
」

と
②

「
河

床
変

動
計

算
の

比
流

出
土

砂

量
」

を
名

塩
川

合
流

点
直

下
流

で
比

較
し

た
と

こ
ろ

両
者

は
一

致
し

て
お

り
、

計
算

に
よ

る
土

砂
移

動
量

は
概

ね
妥

当
で

あ

る
と
判
断

し
た
。
 

※
昭
和

3
6
年

6
月

27
日
洪
水
を
流
域

対
策
と
洪
水
調
節
施

設
で
調

節
し
た
後
に
甲
武
橋

地
点
を
流
れ
る
流

量
 

３
 計

算
結
果
 

(
1
)
検
証

計
算
結

果
 

表
層

地
質

流
域

面
積

(k
m

2
)

比
流

出
土

砂
量

(m
3
/k

m
2
/年

)
比

流
出

土
砂

量
の

根
拠

花
崗

岩
4.

6
1
,4

9
0

丸
山

ダ
ム

堆
砂

量

流
紋

岩
1
2
5.

2
1
2
0

青
野

ダ
ム

堆
砂

量

礫
岩

・砂
岩

・泥
質

岩
類

1
04

.2
53

0
呑

吐
ダ

ム
堆

砂
量

名
塩

川
合

流
点

(面
積

荷
重

平
均

)
23

4.
0

33
0

ダ
ム

ダ
ム

流
域

の
主

な
地

質
流

域
面

積

(k
m

2
)

経
過

年
数

(年
)

累
積

堆
砂

量

(m
3
)

比
堆

砂
量

(m
3
/
km

2
/年

)

青
野

ダ
ム

流
紋

岩
類

5
1.

8
1
9
年

(S
62

～
H

18
)

11
4,

00
0

12
0

丸
山

ダ
ム

花
崗

岩
類

7.
9

2
7
年

(S
52

～
H

16
)

31
8,

00
0

1
,4

90

呑
吐

ダ
ム

礫
岩

・
砂

岩
・

泥
質

岩
類

4
9.

8
1
9
年

(S
61

～
H

17
)

50
1,

70
0

53
0

武
庫
川
流

域
及

び
近
傍
の
貯
水

ダ
ム
の
比
堆
砂
量

 
名
塩
川
合
流
点

の
比
流
出
土
砂
量

 
(
地
質
別
比
堆

砂
量

の
面
積
加
重
平
均
で

算
定
)
 

１
次

元
河

床
変

動
計

算
に

よ
る

名
塩

川
合

流
点

の
比

流
出

土
砂

量
3
3
0
m
3
/
km

2
/
年
と
一
致

 

2
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0
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-4-202468101214

0
1
00

20
0

3
00

横
断

距
離

[m
]

標高[OP.m]

-
4

-
202468

1
0

1
2

1
4

0
1
0
0

2
0
0

30
0

横
断

距
離

[m
]

標高[OP.m]

-4-202468101214

0
10

0
20

0
30

0
横

断
距

離
[m

]

標高[OP.m]

-
4

-
202468

1
0

1
2

1
4

0
10

0
2
00

30
0

横
断

距
離

[m
]

標高[OP.m]

-
4

-
202468

1
0

1
2

1
4

0
1
00

20
0

3
00

横
断

距
離

[m
]

標高[OP.m]

-
4

-
2024

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

3
.
5

4
.
0

4
.
5

5
.
0

追
加

距
離

(
k
m
)

河床変動高(m)

現
況

河
道

整
備

計
画

河
道

(
２

号
床

止
改

築
)

整
備

計
画

河
道

(
２

号
床

止
撤

去
)

１
次
元

河
床
変

動
計
算
 

旧
国
道
橋
梁
 

３
号
床
止
 

JR
東
海
道
線
橋
梁
 

①
通
常

出
水
に

よ
る
長
期

的
な
河

床
変
動
高
（
2
0
年
後
の

予
測
：
S6
2
年
～

H
1
8
年
の
実

績
流
量

） 

2
0
年
後
の
現
況
河
道
 
 
 
 
2
0
年
後
の
整
備
計
画
河
道

(2
号
床
止
撤
去
)
 
 
 
 
 
20

年
後
の
整
備
計
画
河
道

(2
号
床
止
改
築
)
 

低
下
 

堆
積
 

-
4

-
2024

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

3
.
5

4
.
0

4
.
5

5
.
0

追
加

距
離

(
k
m
)

河床変動高(m)

現
況

河
道

整
備

計
画

河
道

(
２

号
床

止
改

築
)

整
備

計
画

河
道

(
２

号
床

止
撤

去
)

②
大
規
模

出
水
に
よ

る
河
床
変

動
高
（

整
備
計
画

流
量

：
甲
武
橋

地
点
流

量
3
,
2
0
0
m
3
/s
）
 

3
20
0
m
3 /
s
流
下
後
の
現
況
河
道
 
 
 
3
20
0
m3
/s

流
下
後
の
整
備
計
画
河
道
(
2
号
床
止
撤
去
) 

 
 3
20
0m

3 /
s
流
下
後
の
整
備
計
画
河
道
(2

号
床
止
改
築
)
 

低
下
 

堆
積
 

-
4

-
2024

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

3
.
5

4
.
0

4
.
5

5
.
0

追
加

距
離

(
k
m
)

河床変動高(m)

現
況

河
道

整
備

計
画

河
道

(
２

号
床

止
改

築
)

整
備

計
画

河
道

(
２

号
床

止
撤

去
)

③
大
規

模
出
水

に
よ
る
河

床
変
動

高
（
基
本

方
針
流
量

：
甲

武
橋
地

点
流
量

3
,
7
0
0
m3
/
s）

 

低
下
 

堆
積
 

２
次
元
河

床
変
動

計
算
 

２ 号 床 止 撤 去 案
 

①
大
規

模
出
水

に
よ
る
河

床
変
動

（
整
備
計

画
流
量
：

甲
武
橋

地
点
流
量

3
,
2
0
0
m
3
/s
）
 

Ｊ
Ｒ
東

海
道

橋
梁

下
流
の
湾

曲
部

(河
口

か
ら

4.
7k
m)

 
国

道
2
号

橋
梁
下

流
の

湾
曲

部
(河

口
か

ら
3.

8k
m)

 
阪

神
電
鉄
橋
梁
上
流

の
湾
曲
部

(河
口

か
ら

2.
7k

m)
 

２ 号 床 止 改 築 案
 

②
大
規
模
出

水
に
よ
る

河
床
変

動
（
整
備

計
画
流

量
：
甲
武

橋
地
点
流

量
3
,
7
0
0
m3
/
s）

 

２ 号 床 止 撤 去 案
 

Ｊ
Ｒ
東

海
道

橋
梁

下
流
の
湾
曲

部
(河

口
か
ら

4.
7k
m)

 
国

道
2
号

橋
梁
下

流
の
湾
曲

部
(河

口
か

ら
3.

8k
m)
 

阪
神
電
鉄
橋
梁
上
流
の
湾
曲
部

(河
口

か
ら

2.
7k

m)
 

２ 号 床 止 改 築 案
 

現
在
の
河
道
(H
12

年
度
測
量
) 

 
 
 
整
備
計
画
河
道

(初
期
河
道
)
 
 
 
 
 
3,
70
0m

3 /
s
流
下
後
の
整
備
計
画
河
道
 

（
１
）
通
常
出
水
に
よ
る
長
期
的
な
河
床
の
安
定
性
 

現
況
河
道
・
計
画
河
道
共
に
堆
積
傾
向
で
あ
る
。
河
床
掘
削
後
も
現
況
河
道
と
同
様
に
維
持
掘
削
が
必
要
で
あ
る
。 

（
２
）
大
規
模
出
水
に
よ
る
湾
曲
部
な
ど
の
局
所
的
な
河
床
低
下

 

 
 
 
湾
曲
部
で
局
所
洗
掘

が
生
じ
る
。
護
床
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
局
所
洗
掘
対
策
が
必
要
で
あ
る

。
 

(
2
)
予
測

計
算
結

果
 

阪
神
高
速
湾
岸
線
 

南
武
橋
 

阪
神
高
速
神
戸
線
 

阪
神
電
鉄
橋
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ガ
ス
管
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国
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2
号
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２
号
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国
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１
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潮
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阪
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ガ
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管
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国
道

2
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２
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床
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国
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１
号
床
止
 

潮
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３
号
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止
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東
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岸
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国
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梁
 

２
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国
道
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１
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潮
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海
道
線
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梁
 

旧
国
道
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梁
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20
0
m
3 /
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流
下
後
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現
況
河
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3
70
0
m3
/s

流
下
後
の
整
備
計
画
河
道
(
2
号
床
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去
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 3
70
0m

3 /
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流
下
後
の
整
備
計
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河
道
(2

号
床
止
改
築
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0
1
0
0
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0
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0

横
断

距
離

[m
]
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1
.1
m
洗
掘
 

2
.1
m
洗
掘
 

0
.6
m
洗
掘
 

1
.3
m
洗
掘
 

1
.1
m
洗
掘
 

2
.8
m
洗
掘
 

1
.5
m
洗
掘
 

2
.1
m
洗
掘
 

2
.9
m
洗
掘
 

2
.9
m
洗
掘
 

1
.2
m
洗
掘
 

現
在
の
河
道
(H
12

年
度
測
量
) 

 
 
 
整
備
計
画
河
道
(
初
期
河
道
)
 
 
 
 
 
3,
70
0m

3 /
s
流
下
後
の
整
備
計
画
河
道
 

４
 結

論
 

2
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Ｄ
 
河

床
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

 
  

          ＜
参

考
①

：
中

小
河

川
計

画
の

手
引

（
案

）
P1
3
1
よ

り
＞

 

河
床

を
大

規
模

に
掘

削
す

る
場

合
、
掘
削
後
の
河
床
 

材
料
が

現
河
床
材

料
よ
り

も
小
さ
く

な
る
場

合
が
あ
る

。
 

そ
の

場
合
、
河

床
の
低
下

が
進
行

し
、
大
き

な
災
害

を
 

招
く
恐

れ
が
あ
る

。
従
っ

て
、
大
規

模
な
掘

削
を
行
う

際
 

は
、
計

画
河
床

高
付
近
の

地
質
状
況

を
ボ
ー

リ
ン
グ
デ

ー
 

タ
等
で

確
認
し
て

お
く
こ

と
が
望
ま

れ
る
。
 

  ＜
参
考
②

：
災
害
事

例
「
大
場

川
(
静
岡

県
)
」
＞
 
 
 

大
場
川

で
は
、
1
9
9
0
年

9
月
洪
水

後
、
洪
水

疎
通
能

力
を
増
大

さ
せ
る

 

た
め
に

、
1
～
2
ｍ
程
度
の

河
道
掘
削

を
実

施
し
た

。
 

そ
し

て
、

掘
削

に
伴

っ
て

、
河

床
材

料
が

礫
か
ら
細
砂
に
変
わ
っ
た
区
 

間
で

1
9
9
8
年

8
月
洪

水
に
よ

り
急
激

な
河
床

低
下
が
生

じ
た
こ

と
が
ボ
ー

 

リ
ン
グ

調
査
の

結
果
よ
り

明
ら
か
と

な
っ
た

。
 

出
典
：「

河
川
の

減
災
マ
ニ

ュ
ア
ル

」
P
1
8
6
,
1
8
7
 

末
次
忠
司

著
 

           ①
今
次
整
備
計
画
に
お
け
る
河
床
掘
削
の
規
模
は
、
潮
止
堰
付
近
で

1.
0ｍ

、
１
号
床
止
付

近
で

1.
7m
、
2
号
床
止
付
近
で

1.
9m
(2

号
床
止
を
撤
去
し
た
場
合
)を

想
定
し
て
い
る
。
 

 ②
河

床
掘

削
前
後

で
河

床
の

地
質

が
変

化
し

河
床
材
料
が
極
端
に
細
粒
化
し
た
場
合
、
大

規
模

な
河
床

低
下
を
招

く
恐
れ

が
あ

る
た
め

、
ボ
ー

リ
ン
グ

調
査

で
計

画
河
床

付
近

の

地
質
を
確
認
す
る
。
 

 ③
調

査
地

点
は
、

河
床

低
下

に
よ

る
構

造
物

の
安
全
性
に
主
眼
を
置
き
、
横
断
構
造
物
付

近
（
橋
梁
・
床
止
工
付
近

）
を
対
象
と
し
た
。

 

地
質
縦
断
図
 

①
現
況
河
床
よ
り
も

5～
8ｍ

の
深
さ
ま
で
は
、
沖
積
砂
礫
層
（
砂
礫
・

礫
混
じ
り
砂
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
沖
積
砂
層
（
砂
、

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
）
が
存
在
す
る
。
 

 ②
基
本
方
針
河
床
ま
で
掘
削
し
て
も
、
沖
積
砂
層
は
現
れ
な
い
た
め
、
河
床
掘
削
が
大
規
模
な
河
床
低
下
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
は
低
い
。
 

 ③
但
し
、
南
武
橋
付
近
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
河
床
の
約

50
cm

下
に
沖
積
砂
層
（
砂
・
シ
ル
ト
混
じ
り
砂
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
箇
所
が
弱
点
部
に
な
ら
な
い
よ
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る

。
 

N

＜
凡
例
＞

 

●
 
 
 ボ

ー
リ
ン
グ

位
置
 

南
武
橋

 

国
道

43
号
橋
梁
 

潮
止

堰
 

1
号
床

止

国
道

2
号

橋
梁
 

阪
神
電
鉄
橋
梁

 

2
号

床
止

7
測
線
×

3
箇
所
（
左

岸
・
中
央

・
右

岸
）
＝

21
箇
所

 

阪
神

高
速
神
戸
線

 
ｶ
ﾞ
ｽ
管
橋
 

旧
国
道
 

１
 調

査
目
的
 

２
 
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
実
施
箇
所
 

＜
地
質
縦
断
図

の
推

定
方
法
＞
 

①
現
河
床
か
ら

深
さ

5m
程
度
ま
で
は

、
本

調
査
に
よ
る
河
道
中

心
部
の
ボ
ー
リ

ン
グ
デ
ー

タ
に
よ
り
層
境
界
を

推
定
し
た
。
 

②
そ
れ
以
深
に

つ
い

て
は
、
既
往

堤
防
調
査
の
両
岸
の

ボ
ー

リ
ン
グ
デ
ー

タ
 

(
2
2
本
)
に
基

づ
き
推
定
し
た
。
 

４
 
結
論
 

整
備
計
画
河
道
 

(
2
号
床
止
改
築
案
) 

整
備
計
画
河
道
 

(
2
号
床
止
撤
去
案
) 

基
本
方
針
河
道
 

３
 
調
査
結
果
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Ｅ
 
堤

防
の

浸
透

流
計

算
 

                 

 

 ※
1
 
基
準
安
全

率
は

「
河
川
堤
防

設
計
指
針
（
国
土
交

通
省

 
H
14

年
）
」
に

基
づ

く
 

※
2 
円
弧
滑
り

の
安

全
率

1.
3
は
築
堤
履
歴

が
単
純
な
場
合
、

1.
4
は
築
堤
履
歴
が

単
純

か
つ
堤
防
の

基
礎
地
盤
に
要
注

意
地
形
 

(
落
掘
跡
、
旧

河
道
な
ど
堤
防
の
不

安
定
化
に
繋
が
る
地

形
)が

あ
る
場
合
 

  

  
  

 
   

  

照
査

項
目
 

検
討
内

容
 

基
準

安
全
率

※
1
 

鉛
直
方

向
 

パ
イ

ピ
ン
グ
 

水
平
方

向
 

堤
体

内
の

土
砂

が
浸

透
流

に
よ

っ
て

移
動

し
な

い
か
を
確
認

 
動

水
勾
配
が

0
.
5
未
満
 

裏
法
側
 

河
川
水
位
が

上
昇

し
た
場

合
の
円
弧

す
べ
り
 

安
全
率
が

1
.
3
又

は
1.
4
以

上
※

2
 

円
弧
滑

り
 

表
法
側
 

河
川
水
位
低

下
時

の
円
弧

す
べ
り
 

安
全
率
が

1
.
0
以
上
 

表
法
す
べ
り

破
壊
 

裏
法
す
べ
り

破
壊
 

パ
イ
ピ
ン
グ
破
壊
 

高
水
敷

掘
削

が
浸

透
に

対
す

る
堤

防
の

著
し

い
強

度
低

下
（

円
弧

滑
り

、
パ

イ
ピ

ン
グ

）
を

も
た
ら

す
こ
と

は
な

く
、

現
在

予
定

し
て

い
る

堤
防

強
化

を
行

え
ば

、
所

定
の

安
全

率
は

確
保

で
き

る
と
考

え
ら
れ
る
。

 
事
業
実
施
時
に
は
、
更
に
詳
細
検
討
を
行
う
。
 

①
高
水
敷
掘
削
に
よ
っ
て
、
流
水
に
さ
ら
さ
れ
る
堤
体
の
面
積
が
増
加
し
、
堤
防
の
浸
透
に
対
す
る

強
度
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

②
そ
こ
で

、
堤
防
の
浸
透
流
解
析
を
行
い
、
高
水
敷
掘
削
が
堤
防
の
浸
透
に
関
す
る
強
度
に
及
ぼ
す

影
響
を
把
握
す
る
。
検
討
箇
所
は
、
湾
曲
部
周
辺
で
実
施
し
た
。

 

高
水
敷

掘
削
に

よ
っ
て
、

現
況
堤
防

の
安
全

率
は
大
き

く
変
化

し
な
い
。

 
な
お
検

討
箇
所

は
堤
防
強

化
実
施

予
定
箇
所

で
あ
り
、

現
在
は

基
準
安
全

率
を
満
足

し
て
い

な
い
。

 

※
高

水
敷

に
つ
い
て
は
基
本
方

針
レ
ベ
ル
の

掘
削

を
行
っ
た
「

高
水

敷
最
大
掘
削
案

」
に
つ
い
て

検
討
し
、
安
全
性
を

確
認
し
た
。

 

現
況

⇒
掘

削
後

現
況

⇒
掘

削
後

鉛
直

0.
3
5

⇒
0
.
3
7

鉛
直

0
.
4
2

⇒
0
.4
4

水
平

0.
4
1

⇒
0
.
4
4

水
平

0
.
3
7

⇒
0
.3
8

裏
法

1.
3
4

⇒
1
.
3
2

1
.
4
以

上
裏

法
1
.
2
7

⇒
1
.2
2

1
.
4
以

上
表

法
1.
5
5

⇒
1
.
2
0

1
.
0
以

上
表

法
1
.
5
2

⇒
1
.4
5

1
.
0
以

上

現
況

⇒
掘

削
後

現
況

⇒
掘

削
後

鉛
直

0.
2
4

⇒
0
.
3
0

鉛
直

0
.
6
4

⇒
0
.7
8

水
平

0.
3
4

⇒
0
.
3
8

水
平

0
.
5
1

⇒
0
.8
0

裏
法

1.
2
9

⇒
1
.
2
5

1
.
4
以

上
裏

法
1
.
1
9

⇒
1
.1
6

1
.
4
以

上
表

法
1.
5
7

⇒
1
.
2
3

1
.
0
以

上
表

法
1
.
7
3

⇒
1
.1
1

1
.
0
以

上

現
況

⇒
掘

削
後

鉛
直

0
.
4
1

⇒
0
.
4
2

水
平

0
.
7
3

⇒
0
.
7
3

裏
法

1
.
2
9

⇒
1
.2
7

1
.
4
以

上
表

法
2
.
1
4

⇒
1
.5
2

1
.
0
以

上

3
.
4
k
右

岸
動

水
勾

配
、

滑
り

安
全
率

(参
考
)

基
準

安
全

率

動
水

勾
配
、

滑
り

安
全
率

(参
考
)

基
準

安
全

率

動
水

勾
配

動
水

勾
配

0
.
5
未

満

円
弧

滑
り

4
.
0
k
右

岸

円
弧

滑
り

2
.
8
k
+
5
4
.
5
左

岸

円
弧

滑
り

円
弧

滑
り

0
.
5
未

満

2
.
8
k
右

岸
動

水
勾
配

、
滑

り
安
全

率
(参

考
)

基
準
安

全
率

動
水

勾
配

0
.
5
未

満

動
水

勾
配

、
滑

り
安
全

率
(参

考
)

基
準
安

全
率

動
水

勾
配

0
.
5
未

満

円
弧

滑
り

3
.
3
k
左

岸
動

水
勾
配

、
滑

り
安
全

率
(参

考
)

基
準
安

全
率

動
水

勾
配

0
.
5
未

満

2
.8
k
m
 

国
道

43
号
橋
梁
 

1
号
床
止
 

2
号
床
止
 

塩
止
堰
 

国
道

2
号
橋
梁
 

3
号
床
止
 

JR
東
海
道
橋
梁
 

南
武
橋
 

阪
神
電
鉄
橋
梁
 

阪
神
高
速
神
戸
線
 

旧
国
道
 

１
 検

討
目
的
 

２
 
浸
透
に
よ
る
破
堤
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

 

３
 
検
討

内
容

 

４
 検

討
箇
所
 

2
.8
k
m+
5
4.
5
m
 

3
.3
k
m
 

3
.4
k
m
 

4
.0
k
m
 

検
討
地
点
 

５
 検

討
結
果
 

６
 結

論
 

高
水

敷
最
大
掘
削
案
(基

本
方
針

レ
ベ
ル
)の

掘
削

範
囲
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Ｆ
 
塩

水
遡

上
・

地
下

水
計

算
 

 

 

                
 

                       

    

地
点

 
河
口
～

潮
止
堰
下

流
の

5
地
点
（

検
討
対

象
範
囲
図

参
照
）

※
 

時
期

 
4
回
測
定
（

大
潮
：

H
2
1
.
6
/
2
4
、
7
/7
、
8
/
2
1
、
小
潮

：
H
2
1
.
6
/
2
8
）
 

時
間

 
1
回
に
つ
き

4
時
点

測
定
（
①

満
潮
時

、
②
下

げ
潮
時

、
③
干
潮

時
、
④

上
げ
潮
時

）
 

測
定

項
目
 

塩
分
と

水
温
（
鉛

直
方
向

0
.
5
m
ピ
ッ
チ
）

 

測
定

方
法
 

ボ
ー
ト

か
ら
の
セ

ン
サ
ー
測

定
 

※
6/
28

調
査
以
降
は
堰

直
上
流

地
点
を
追
加
 

※
更
に

8
/
21

調
査
で
は

水
面
が

潮
止
堰
よ
り

高
く

な
っ
た
た
め

満
潮
時
に
武
庫
川
橋
と

1
号

床
止
下
流
地
点
の
調

査
を
追
加
 

                  

井
戸

利
用
調
査

の
範
囲

 
J
R
東
海

道
線
以
南

の
河
川
か

ら
約

5
0
0
m
内
（
検
討

対
象
範
囲

図
参
照

）
 

調
査

方
法
 

訪
問
調
査

又
は
自

治
会
単

位
の
ア
ン

ケ
ー
ト

調
査
 

箇
所
 

地
下
水
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
範

囲
内
の

38
箇

所
の
井

戸
※
 

時
期
 

H
2
1
.
7
/
7
 
満
潮

時
及
び

干
潮
時
の

一
斉
観
測

 
地
下

水
調
査
 

内
容
 

水
位
、
塩
分

濃
度
 

 
※
水
位

観
測
可
能

な
構
造
で
、

所
有
者
の

協
力

が
得
ら
れ

た
民
生

井
戸
と
防

火
水
槽

 

 

①
今
回

の
河
床
掘

削
範
囲

周
辺
(
河
口
～

J
R
東
海

等
橋
梁
周

辺
)
の
民
生

井
戸
数
は

約
6
0
箇
所

 

（
利
用

目
的
は

、
約

2
割

は
炊
事

・
洗
濯
・

風
呂
の
何

れ
か
に

利
用
、
約

8
割
は

散
水
等
に

利
用
）
 

②
潮
止

堰
建
設
前

(
昭

和
6
2
年
度
)
に
、
南
武

橋
～
国
道

2
号
橋

梁
周
辺
で

使
用
さ

れ
て
い
た

民
生
井
戸

1
0
6
箇

所
を

追
跡

調
査
し
た

結
果
、
井

戸
利
用

は
年
々
減

少
傾
向

。
 

 参
考

:
潮

止
堰
建
設

前
(
昭
和

6
2
年
度

)
に

使
用
さ
れ

て
い
た

民
生
井

戸
約

1
1
0
箇
所
の

使
用
状
況

の
変
遷

※
 

昭
和

6
2
年
 

平
成

1
4
年
 

平
成

2
1
年
 

約
11
0
箇
所
 

約
5
0
箇
所
 

約
40

箇
所

 

※
昭
和

6
2
年

は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
平
成

14
年
及
び

平
成

2
1
年
は
訪
問
調

査
 

対
象

範
囲

は
い
ず
れ
も
南
武
橋

～
国
道

2
号
橋
梁

周
辺
（
検
討

対
象

範
囲
図
の
う
ち
緑
色

区
域
）
 

河
床

を
掘

削
し

潮
止

堰
や

床
止

工
を

撤
去

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

周
辺

地
下

水
位

の
低

下
量

や

周
辺
井
戸
へ
の
塩
水
混
入
量
を
予
測
す
る
。

 

①
満
潮

 
③
干
潮

 

④
上

げ
潮

 

潮
止
堰
 

南
武
橋
 

湾
岸
線
 

②
下

げ
潮

 

潮
止
堰
 

南
武
橋
 

湾
岸
線
 

潮
止
堰
 

南
武
橋
 

湾
岸
線
 

潮
止
堰
 

南
武
橋
 

湾
岸
線
 

１
 検

討
目
的
 

２
 検

討
対
象
範
囲
 

 

阪
急
神
戸
線
 

名
神
高
速
 

J
R
東
海
道
本
線
 

国
道

2
号
 

国
道

43
号
 

阪
神

高
速

神
戸

阪
神

高
速

湾
岸

N
o.
0
 

1
.0
k
 

2
.0
k
 

3
.0
k
 

4
.0
k
 

5
.0
k
 

N
o.
6
0
 

阪
神
電

鉄
 

井
戸
水
利
用

実
態

 

既
往
調
査
範

囲
 

潮
止
堰

 
地

下
水

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

 

検
討
範

囲
 

新
川

 

逢
川

 

工
業
用
水
法
規

制
地
区
 

（
浅
層
地
下
水

）
 

工
業
用

水
法
規
制
地
区
 

（
浅
層
地
下
水
）
 

西
宮
市
鳴
尾
浄

水
場

 
（
地
下
水
取

水
）

 

西
宮
市
武
庫
川

取
水
場

 
（
地
下
水

取
水

）
 

1
号
床
止

 

2
号
床
止
 

3
号
床
止

 

南
武
橋

 

井
戸

水
利
用
実
態

 

追
加

調
査
範
囲

 

河
道

改
修
区

間
 

（
河

口
～

5
.
0
k）

 

 
＜

凡
例

＞
 

 
 
：
潮

止
堰

建
設

前
の
同

調
査
範

囲
(S

62
) 

 
 

：
井

戸
水

利
用

実
態
調

査
範
囲

(H
21

) 
 

 
：

地
下

水
ｼ
ﾐ
ｭ
ﾚ
ｰｼ

ｮﾝ
検

討
範
囲

(H
21

) 
  

 
：

ｱ
ﾝ
ｹｰ

ﾄ調
査

範
囲

(H
21

) 
 

 
：

訪
問

調
査

範
囲

(H
21

) 

：
地
下
水
ｼﾐ
ｭﾚ
ｰ
ｼｮ
ﾝ
検
討
範
囲
 

：
井
戸
利
用
自
体
調
査
範
囲
(H
2
1)

※
 

※
調
査
方
法
 

 
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

：
訪
問
調
査
 

：
潮
止
堰
建
設
前
の
井
戸
調
査
範
囲
(S
6
2)
 

6
.0
k
 

0
.0
k
 

1
.0
k
 

2
.0
k
 

3
.0
k
 

4
.0
k
 

5
.0
k
 

 
＜

凡
例
＞

 
 

 
：
潮

止
堰
建

設
前
の
同

調
査
範

囲
(S

62
) 

 
 

：
井
戸

水
利
用

実
態
調

査
範
囲

(H
21

) 
 

 
：

地
下

水
ｼﾐ

ｭﾚ
ｰｼ
ｮﾝ
検

討
範
囲

(H
21

) 
  

 
：

ｱﾝ
ｹｰ

ﾄ
調
査

範
囲

(H
21

) 
 

 
：

訪
問

調
査
範

囲
(H

21
) 

：
尼
崎
港
潮
位
観
測
所
(常

時
連
続
観
測
)
 

：
小
曽
根
水
位
観
測
所
(常

時
連
続
観
測
)
 

：
流
量
観
測
(4

回
実
施
：
6/
2
4,
6
/2
8
,7
/7
,
8/
2
1)
※

 

：
塩
水
遡
上
調
査
(4

回
実
施
：
6/
24
,
6/
28
,
7/
7
,8
/
21
)
 

：
塩
水
遡
上
調
査
(1

回
実
施
：
8/
21

満
潮
時
の
み
)
 

：
水
位
、
低
層
塩
分
濃
度
の
連
続
観
測
地
点
(6
/
28
～
7/
7)
 

※
6/
28

調
査
は

1
号
床
止
、
そ
の
他
は

2
号
床
止
で
実
施
 

３
 実

態
調
査
 

調
査
方
法

 

(
1
)
塩
水
遡
上

調
査
 

塩
分
遡

上
調
査

結
果
の
例

(
7
/
7
大
潮
の
場

合
)
 

3
2P
SU

は
大
阪
湾
海
水
の
一
般
的
な
値
に
相
当
 

(
2
)
 
井
戸

利
用
実
態

調
査
 

調
査
方
法

 

井
戸
利
用
状

況
 

井
戸

の
箇

所
及

び
利

用
状

況
は

概
略

調
査

の
結

果
で

あ
り

、
事

業
実

施
時

に
は

詳
細
調

査
が

必
要
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